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建
設
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
市
道

路
線
に
関
す
る
議
案
２
件
（
認

定
変
更
、
廃
止
）、
財
産
の
交

換
１
件
、
訴
え
の
提
起
１
件
、

及
び
請
願
１
件
を
審
査
し
、
請

願
を
除
く
全
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
た
。
主
な
議
案
内
容
と

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
筑
後
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
、
国
有
財
産
が

市
有
財
産
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
私
有
財
産
と
の
交
換
申
請
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
事
務
処
理

が
従
来
よ
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
全
員
賛
成
可

決
し
た
。

　
次
に
、
17
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
中
の
輸
入
急
増
戦
略

的
対
応
特
別
対
策
事
業
補
助
金

（
約
３
千
万
円
）
は
、
補
助
率

が
1/2
以
内
の
国
庫
補
助
事
業

で
あ
る
。
省
力
で
低
コ
ス
ト
、

耐
候
性
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
等
の

建
設
整
備
に
２
人
を
追
加
す
る

も
の
で
全
員
賛
成
可
決
し
た
。

　
次
に
、「
建
設
に
働
く
仲
間

と
地
域
経
済
を
救
う
ル
ー
ル
づ

く
り
の
請
願
」
は
団
体
陳
情
署

名
１
団
体
、
事
業
所
陳
情
署
名

29
事
業
所
、
個
人
陳
情
署
名

１
３
９
５
筆
が
添
え
ら
れ
て
提

出
さ
れ
た
が
、「
筑
後
市
で
は

す
で
に
実
施
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
」「
地
元
業
者
の
仕
事
確

保
に
つ
な
が
る
施
策
や
補
助
制

度
等
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な

施
策
を
想
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
」「
適
正
な
賃
金
が
支
払

わ
れ
る
よ
う
な
工
事
価
格
の
発

注
を
し
て
く
だ
さ
い
。
と
あ
る

が
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
紹
介
議
員
に
出
席
を
求
め

説
明
を
聞
い
た
が
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
で
あ
っ
た
。

6月定例会で各委員会で議論となったものを委員長がまとめたものです。

委員会報告委員会報告

総
務
文
教
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

６
件
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
組

織
の
変
更
に
伴
う
議
案
２
件
、

補
正
予
算
１
件
、
専
決
処
分
の

承
認
２
件
、
及
び
意
見
書
１
件

に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
全

員
賛
成
に
て
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
筑
後
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
は
、
市
職
員
の
通
勤
手
当
を

７
月
よ
り
、
２
㎞
未
満
を
原
則

不
支
給
と
し
残
る
９
ラ
ン
ク
に

つ
い
て
も
減
額
す
る
も
の
で
、

今
回
の
改
正
で
２,
５
０
０
万

円
の
人
件
費
削
減
と
な
る
。

　
又
２
㎞
未
満
の
不
支
給
該
当

者
は
１
６
４
人
、
２
㎞
以
上
の

支
給
該
当
者
は
３
６
２
人
と
な

る
。

　
次
に
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
議
案
第
34
号
、
筑
後
市

議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
は
、
閉
会
中
に
全
員
協
議
会

の
開
催
及
び
委
員
会
を
開
き
審

議
・
審
査
を
重
ね
て
き
た
。
今

回
の
委
員
会
で
は
、「
総
じ
て

提
案
の
16
人
で
は
厳
し
い
。

全
員
協
議
会
の
内
容
及
び
委
員

会
の
審
議
・
審
査
内
容
を
踏
ま

え
、
大
方
の
意
見
は
19
人
か

20
人
か
の
方
向
で
あ
る
が
、

今
後
十
分
協
議
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
の
で
今
回
は
結
論

を
出
せ
な
い
。」「
19
人
な
い
し

20
人
の
方
向
で
議
論
を
重
ね
た

い
。
一
人
の
重
み
が
あ
る
か
ら

も
う
少
し
調
査
し
た
方
が
よ
い
。」

　
又
「
議
会
の
総
意
で
結
論
を

出
し
て
も
ら
い
た
い
。
議
会
の

運
営
や
市
民
の
意
見
を
反
映
出

来
る
数
が
何
人
で
あ
る
の
か
今

し
ば
ら
く
検
討
し
た
い
。」「
今

回
は
、
は
っ
き
り
し
た
数
は
提

示
出
来
な
い
が
、
11
月
に
は

市
議
補
欠
選
挙
が
あ
る
の
で
遅

く
と
も
９
月
議
会
で
は
結
論
を

出
し
た
い
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
に

て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

厚
生
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
４
件
、
物
品

売
買
契
約
１
件
、
意
見
書
１
件

の
議
案
を
審
査
し
、
意
見
書
を

除
く
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

し
た
。

　
市
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
は
、
平
成
18

年
度
に
消
防
本
部
職
員
５
人
の

退
職
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
同

年
度
に
限
り
定
員
を
２
人
増
員

し
て
激
変
期
を
乗
り
切
り
た
い

と
い
う
も
の
。

　
委
員
か
ら
は
、「
増
員
は
再

任
用
で
い
く
の
か
」「
本
庁
と

の
人
事
交
流
で
対
応
で
き
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

執
行
部
か
ら
は
、「
再
任
用
制

度
の
運
用
は
本
人
の
希
望
に
も

よ
る
が
、
運
用
自
体
は
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
」「
本
庁
か

ら
職
員
を
融
通
す
る
の
も
財
政

健
全
化
を
実
施
し
て
い
る
な
か

で
は
難
し
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
結
果
、
全
員
賛
成
に
て
可

決
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

「
市
老
人
ホ
ー
ム
居
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
」
に
議
論
が
集
中

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
機
種
や
設
置
費

用
な
ど
へ
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。

執
行
部
か
ら
は
、「
エ
ア
コ
ン

は
一
般
家
庭
用
の
も
の
で
、
仕

様
書
に
合
致
し
て
い
れ
ば
機
種

は
問
わ
な
い
」「
見
積
も
り
と

の
関
係
で
は
設
置
費
用
を
で
き

る
限
り
抑
え
る
よ
う
努
力
す
る
」

旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
採
決
の

結
果
、
全
員
に
て
可
決
し
た
。

　「
障
害
者
自
立
支
援
法
（
案
）

に
関
す
る
意
見
書
案
」
に
つ
い

て
は
、「
応
益
負
担
制
度
の
導

入
な
ら
び
に
小
規
模
作
業
所
問

題
に
対
す
る
陳
情
書
」
も
同
様

の
趣
旨
の
た
め
、
合
わ
せ
て
審

査
し
た
。
結
果
は
、
質
疑
や
意

見
は
な
く
同
案
は
賛
成
少
数
に

て
否
決
さ
れ
た
。
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議
員

水 

町
　
好

　
　
　
　
議
員

公
費
に
よ
る
退
職
金
の

　
　
別
途
上
積
み
は
不
当
　

年金制度の体系図

中
富
　
正
徳

　
　
　
　
議
員

中
富
　
正
徳

　
　
　
　
議
員

中
富
　
正
徳

　
　
　
　
議
員

公
的
施
設
利
用
、

　
職
員
に
も
応
益
負
担
を

旧福祉センター

国有財産だった里道（イメージ）

平成15年度末

公的年金制度は「２階建て」のしくみとなっており、１階部分はす

べての人が加入する国民（基礎）年金で、これが土台となり２階部

分に厚生年金や共済組合などの上乗せ年金があります。

問
　
職
員
の
退
職
金
は
規
定
の

範
囲
内
か
。
過
去
現
在
に
お
い

て
そ
の
類
は
な
い
の
か
。

市
長
公
室
長
　
年
金
受
給
開
始

年
令
の
引
き
上
げ
の
継
ぎ
策
と

し
て
、
県
の
市
町
村
福
祉
協
会

扱
い
の
個
人
年
金
制
度
に
平
成

４
年
４
月
〜
平
成
16
年
３
月

（
廃
止
）
ま
で
加
入
し
て
い
た

が
退
職
金
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

問
　
掛
け
金
の
取
り
扱
い
は
。

市
長
公
室
長
　
給
料
月
額
40

万
円
と
仮
定
し
て
の
算
出
額
、

市
会
計
よ
り
４,
４
０
０
円
、

職
員
個
人
が
１,
６
０
０
円
で

合
計
６,
０
０
０
円
で
あ
る
。

問
　
年
金
改
正
に
備
え
て
と
い

う
な
ら
国
民
年
金
加
入
の
市
民

は
全
額
本
人
負
担
の
国
民
年
金

基
金
に
別
途
加
入
し
、
自
助
努

力
を
し
て
い
る
。
職
員
の
こ
の

問
題
は
規
定
外
退
職
金
に
値
し
、

他
の
何
も
の
で
も
な
く
、
市
会

計
へ
の
返
還
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

市
長
公
室
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
負

担
割
合
で
市
と
職
員
に
返
還
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
る
。

里
道
、用
悪
水
路
等
の

今
後
の
取
り
扱
い
は

　問　
市
有
財
産
と
な
っ
た
、
地

域
に
散
在
す
る
極
狭
面
積
の
物

件
の
有
効
活
用
利
用
対
策
は
な

い
の
か
。

市
長
　
構
造
改
革
事
業
、
そ
の

他
の
事
業
に
よ
り
国
有
財
産
と

し
て
存
在
し
た
も
の
で
、
扱
う

に
は
問
題
点
も
多
く
、
地
域
の

ご
協
力
を
仰
ぎ
検
討
し
た
い
。

問
　
住
宅
と
の
隣
接
地
、
用
悪

水
路
等
、
狭
い
物
件
で
も
払
い

下
げ
る
と
な
る
と
、
番
地
も
な

い
。
面
積
も
未
定
の
も
の
を
申

請
者
負
担
で
登
記
ま
で
す
れ
ば

価
値
の
何
倍
も
の
費
用
を
要
す

る
。
そ
こ
で
、
環
境
整
備
、
衛

生
管
理
等
も
考
慮
し
、
常
識
の

範
囲
内
で
の
無
償
貸
与
は
出
来

な
い
も
の
か
。

建
設
部
長
　
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
、
問
題
点
そ
の
他
、
手
法

等
、
十
分
検
討
し
た
い
。

問
　
満
杯
の
市
役
所
駐
車
場
に

市
民
は
困
っ
て
い
る
が
。

会
計
課
長
　
来
客
用
は
１
８
０

台
、
職
員
用
２
７
６
台
、
公
用

68
台
確
保
、
常
時
満
杯
で
は

な
い
。
職
員
に
も
自
動
車
通
勤

を
自
粛
す
る
よ
う
呼
び
か
け
努

力
し
て
い
る
。

問
　
公
費
で
借
り
上
げ
て
い
る

民
有
地
の
駐
車
場
が
あ
る
と
言

う
が
。

会
計
課
長
　
２
ヶ
所
あ
り
、
年

間
３
４
０
万
円
ほ
ど
借
地
代
を

支
払
っ
て
い
る
。

問
　
か
な
り
の
職
員
が
駐
車
場

を
利
用
し
て
い
る
が
、
市
が
全

額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

総
務
部
長
　
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
十
分
検
討
し
た
い
。

問
　
職
員
に
も
、
月
額
１,
０

０
０
円
程
度
の
駐
車
代
を
支
払

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

二
階
建
て
の
旧
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、

市
民
の
活
動
施
設
に

問
　
市
役
所
裏
の
旧
福
祉
セ
ン

タ
ー
跡
は
今
、
何
に
使
用
し
て

い
る
の
か
。

会
計
課
長
　
職
員
会
館
と
し
て

労
働
組
合
と
互
助
会
で
使
用
し

て
い
る
。

問
　
電
気
、
水
道
、
電
話
、
建

物
利
用
の
料
金
等
と
管
理
費
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

会
計
課
長
　
電
話
の
基
本
料
金

以
外
は
、
条
例
や
慣
行
に
よ
り

徴
収
し
て
い
な
い
。

問
　
利
用
者
負
担
に
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。
又
、
市
民
の
利

用
も
考
え
る
べ
き
だ
。
こ
れ
か

ら
市
民
に
今
ま
で
以
上
の
税
負

担
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
な
の
に
。

市
の
木
・
ク
ス
、市
の
花
・

サ
ザ
ン
カ
の
植
樹
で
テ
ー

マ
の
あ
る
街
づ
く
り
を

問
　
街
路
に
は
い
ろ
い
ろ
植
樹

さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ス
や
サ
ザ

ン
カ
を
植
え
た
ら
ど
う
か
。
筑

後
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

も
。

市
長
　
サ
ザ
ン
カ
や
ク
ス
は
サ

ザ
ン
ク
ス
の
由
来
で
も
あ
る
し
、

お
越
し
に
な
る
方
々
に
美
し
い

景
観
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

道
路
課
長
　
管
理
費
や
道
路
法

な
ど
の
問
題
も
あ
る
が
市
民
の

協
力
が
得
ら
れ
る
方
法
で
や
り

た
い
。




